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【令和７年度版】

支給認定について

子ども子育て支援新制度では、３つの認定区分があります。保育所等を利用するには町か

ら次のいずれかの認定を受けることになります。

（利用できる施設には「○」、できない施設には「－」が記されています）

「保育を必要とする子ども」とは、就労等により両親が家庭において保育をできない状況に

ある子どもをいいます（次ページ「保育の認定基準」参照）。また、「保育を必要としない子ど

も」とは、家庭状況を問わない子どもをいいます。

認定区分
１号認定

（教育部分）

２号認定

（保育部分）

３号認定

（保育部分）

対象となる子ども
保育を必要としない

満３歳以上の子ども

保育を必要とする

満３歳以上の子ども

保育を必要とする

満３歳未満の子ども

施
設
区
分

認定こども園 ○ ○ ○

幼稚園 ○ － －

保育所 － ○ ○

保育を必要とする？



2

７．就学

児童の親が

就学（職業訓練

校等における

職業訓練を含む）

のため、その児童

の保育ができない

場合

保育の認定基準

２号・３号認定を受けるには、両親共に次のいずれかの理由に該当している必要があります。

２．妊娠・出産

児童の保護者が

出産の前後のため、

その児童の保育が

できない場合

※２

１．就労等

[家庭外労働]

児童の保護者が家庭の外で仕事をすることが

常態なので、その児童の保育ができない場合

[家庭内労働]

児童の保護者が家庭で児童とは離れて日常の

家事以外の仕事をすることが常態なので、その

児童の保育ができない場合 ※１

３．疾病・障害

児童の保護者が

病気、負傷、心身に

障害があったりする

ので、その児童の

保育ができない場合

※３

４．介護等

児童の家庭に介護が必要な高齢者や、

長期にわたる病人、心身に障害のある人、

小児慢性疾患伴う看護が必要な兄弟姉妹が

おり、保護者がいつもその同居又は長期入院・

入所している親族の介護・看護にあたっている

ため、その児童の保育ができない場合

６．求職活動

児童の親が

求職活動（起業

準備を含む）を行っ

ているため、その

児童の保育が

できない場合

※４

５．災害復旧

火災や、風水害や、

地震などの災害があり、

その家屋を失ったり、

破損したため、その

復旧の間、児童の保育

ができない場合

※１．就労等を理由とする場合

常態的に４８時間/月以上の就労時間となります。

※２．妊娠・出産を理由とする場合

入所期間は出産月の前２か月になったときから産後2か月までとします。また、

妊娠の場合は母子健康手帳の写し（表紙及び分娩予定日のページ）を提出してく

ださい。なお、途中で要件が変更になった場合でも保育実施期間は満了となり、

原則産後2か月で退所となります。

※３．疾病等を理由とする場合

入所期間は原則3か月とします。それ以降は、状態を確認するために入所期間

満了月の10日までに診断書の提出をしてください。期限までに提出がない場合は

退所となります。なお、提出を求める連絡等はしていませんので御注意ください。

※４．求職活動を理由とする場合

入所期間は最長で3か月となります。それ以降は退所となります。また、毎月

「求職活動報告書」を提出してください。入所期間満了月の10日までに就労証明

書等を提出してください。期限までに提出がない場合は退所となります。

８．虐待・ＤＶ

虐待・ＤＶの恐れがある場合

９．その他

上記に類する状態として、町長が

認める場合

★ 産休及び育児休暇中の場合、保護者が在宅であるため新規での申込みはできません。ただし、復職が早まる場合は

福祉課に御相談ください。



3

保育標準時間と保育短時間の利用区分

２号・３号認定になる方は、保護者の方の就労時間等によって、「保育標準時間」と「保育

短時間」の利用にわかれます。

※保護者のうち就労時間の短い方を基準にします。

保育の実施期間について

保育所を利用できる期間は、小学校入学前の３月末日までの保護者が希望される期間で

すが、次のとおり保育を必要とする理由により保育の実施期間が異なります。

区 分 対 象 者 保育可能時間

保育標準時間

主にフルタイム就労の世帯が対象

就労時間：１２０時間/月以上

妊娠・出産、災害復旧、虐待又はDV等

１日最大１１時間

保育短時間
主にパートタイム就労の世帯が対象

就労時間：４８時間/月以上１２０時間未満
１日最大８時間

就労等 その年度末の３月３１日まで（雇用期間の定めがある場合には、その月末まで）

妊娠・出産
出産月の前２か月になったときから出産後２か月までの期間（ただし、年度末の３

月３１日まで）

疾病・障害 必要でなくなるまでの期間（その年度末の３月３１日まで）

介護・看護等 必要でなくなるまでの期間（その年度末の３月３１日まで）

災害復旧 災害の復旧に必要な期間（その年度末の３月３１日まで）

求職活動 入所月を含む３か月間（ただし、年度末の３月３１日まで）

就 学 就学期間（その年度末の３月３１日まで）

虐待・ＤＶ その理由に応じて決定します（ただし、その年度末の３月３１日まで）

その他 上記に類する状態として町長が認める場合（ただし、その年度末の３月３１日まで）
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入所の申込期間について

入所申込みに必要なもの

受付時間 ： 午前８時３０分～午後５時【土・日曜日、祝日を除く】

※ 水曜日のみ午前８時３０分～午後６時４５分

申込み先 ： 福祉課 社会福祉担当

※ ４月入所の受付期間を過ぎてのお申込みに関しては、入所説明会や準備の都合により、原

則令和７年５月１日からの入所申込みになります。詳細は福祉課までご相談ください。

入所希望月 受付期間

令和７年４月 令和６年１１月１日（金）～１１月１５日（金）

入所希望月 締切日 入所希望月 締切日

５月 令和７年４月１０日（木） １１月 １０月１０日（金）

６月 ５月９日（金） １２月 １１月１０日（月）

７月 ６月１０日（火） １月 １２月１０日（水）

８月 ７月１０日（木） ２月 令和８年１月９日（金）

９月 ８月８日（金） ３月 ２月１０日（火）

１０月 ９月１０日（水）

申込みに来庁した方の身元確認のため、マイナンバーカードや運転免許証等のご提示をお願

いしています。

１ 施設型給付費・地域型保育給付費等 支給認定申請書 ※必ずマイナンバーを記載してください。

２ 同一世帯全員分のマイナンバーが確認できるもの（マイナンバーカード、通知カード 等）

３ 保育施設等入所申込書

４ 保育施設等入所調査書

５ 保育を必要とする証明書類（Ｐ5参照）

※ １・３・４は児童一人につき各一部ずつ必要となります。５は保護者（祖父母含む）一人につ

き各一部ずつ必要となります。 ※コピー不可

・保護者（父・母）及び同居する祖父母（６５歳未満）それぞれ必要です。
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保育を必要とする証明書類一覧

※ 保育を必要とする証明書類は、都度求める場合がありますので御承知おきください。

※ 税の申告書の写し等の提出を求める場合があります。

・祖父母と同居の範囲とは、同一敷地内及び同一敷地内程度の範囲で居住する場合です。

・就労状況が自営・専従者、農業、内職等の方は税の申告を必ず行ってください。また、税の

申告書等の写しも添付してください。（就労としての収入が確認できない場合は、退所してい

ただく場合があります。）

・妊娠・出産で申込まれた方で、途中で保育を必要とする要件が変更になった場合でも、原

則は産後２か月をもって保育実施期間満了（退所）となります。

・産休及び育休の開始・終了時には、就労証明書を提出してください。

入所の要件 必要な書類

就

労

家庭外労働 ・就労証明書

自営・専従者
・就労証明書

・税の申告書等の写し（必要に応じて給料明細、出勤簿の写し等）
農業・専従者

内職

疾病・看病等

・申立書

・身体障害者・療育・福祉手帳・介護保険証等（マイナンバーで確認し

ます。）又は診断書

妊娠・出産
・申立書

・母子手帳の写し（表紙及び分娩予定日のページ）又は診断書

災害復旧
・申立書

・り災証明等

求職中
・申立書（就職あっせん機関等登録の証明等の写しを添付してください。）

・求職活動報告書（毎月提出してください。）

就 学 ・申立書（在学証明書等の写しも添付してください。）

虐待・ＤＶ 別途相談してください。

その他 別途相談してください。
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税関係の証明書類 （大子町へ転入された方）

その他

入所の決定について

課税証明書及び障害者手帳等の提出は、マイナンバー制度を利用した情報連携に伴い、（平

成30年10月9日から）省略可能となりました。

※ 必要に応じて提出をお願いする場合もあります。

必要に応じて、前頁に掲げる以外の書類の提出を依頼する場合もありますので御協力をお

願いします。また、入所決定の前後に関わらず入所申込書の内容（住所・世帯構成・勤務先・

産休及び育休になった等）に変更が生じたときは、必ず福祉課まで連絡してください。

入所の決定は、保育選考会にて、希望保育所との協議を行い、選考基準に基づき入所の選

考を行い、保育が必要な状態を総合的に判断し、決定しています。第１希望の人数が希望保

育所の受入れ人数を超える場合や、同じ年齢の児童が集中し、クラス編成が困難な場合は、

保育必要度の高い児童から優先的に入所を決定します。

１．選考基準として、父母共働きまたはひとり親家庭で、勤務時間の長い方は優先度が高くな

り、勤務時間の短い方、求職活動中の方は優先度が低くなります。保育が必要な度合いを

それぞれ点数化し、総合的・客観的に選考します。また、全体の定員を超過していない場

合でも、年齢に応じての定員超過により入所できない場合があります。

２．４月入所の結果は、毎年２月上旬頃に通知を予定しています。年度途中入所の選考結果

は、入所希望月の前月下旬頃を予定しています。

３．疾病等及び求職中の方の方は、保育実施期間満了月の１０日（１０日が土日祝日の場合

は、その前の開庁日）までに診断書又は就労証明書等の提出をお願いします。保育選考

会にて審査をします。

４．入所後に第２子以降の妊娠で産休及び育休となった方は、就労証明書（産休及び育休

用）の提出をお願いします。また、待機児童等が発生した場合には、保護者が在宅である

ため、退所いただく場合があります。御理解と御協力をお願いいたします。
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入所が決定した場合

入所できない場合

保育料について

年齢の基準日について

「支給認定証」と「入所承諾通知書」を通知します。なお、「支給認定証」は申請があった日

から30日以内に通知することとされていますが、4月入所分については、申請が集中し審査

に時間がかかるため「入所承諾通知書」と合わせて通知します。

各保育所で面接及び入所に関する説明を行います。面接の日程等については、公立保育

所に関しては、保育所入所承諾通知書と一緒に封書にて連絡します。私立保育園に関して

は、入所承諾通知後に園から直接日程等の連絡がいきます。その後、保育料が決定しました

ら「利用者負担決定通知書」を通知します。

保育の実施期間は、要件により異なりますが（Ｐ3参照）、最長その年度の3月31日までと

して決定されます。その後は、毎年秋頃に翌年４月以降も継続利用申請（現況確認）を行っ

ています。

選考の結果、定員超過などにより希望する月からの入所が困難な場合は、「入所保留通知

書」を通知します。

大子町に住所を有する方（町から支給認定を受けた方）の保育料は無料です。（子育て支

援策の一環として、平成２７年４月から実施）

ただし、保護者会費、教材費等の個人負担は別途発生します。

保育所の年齢は、毎年４月１日を基準日としています。 （下表は令和７年４月１日基準）

※ ０歳児は生後６か月を迎えた翌月からお預かりできます。また、お預かりできる施設は頃

藤保育所及び池田保育園のみとなります。

年齢

(ｸﾗｽ)

３歳児未満児（３号認定）
年齢

(ｸﾗｽ)

３歳以上児（２号認定）

生 年 月 日 生 年 月 日

０歳 令和６年４月２日～ ３歳 令和３年４月２日～令和４年４月１日

１歳 令和５年４月２日～令和６年４月１日 ４歳 令和２年４月２日～令和３年４月１日

２歳 令和４年４月２日～令和５年４月１日 ５歳 平成３１年４月２日～令和２年４月１日
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入所後について

◆入所当初の保育時間◆

入所当初は、お子さんがスムーズに保育所の生活に慣れるように「ならし保育」を実施してい

ます。お子さんは、突然環境が変わると不安になります。そのため、家庭の延長のように少しず

つ保育所で楽しく遊んだり、ご飯を食べたりして、保育所の担当保育士との関係を築いていき、

徐々に保育時間を延長していきます。ならし保育の期間は、各保育所でそれぞれ期間が違っ

てきます。詳しくは、希望する保育所へ確認してください。

早朝及び夕方は、早番勤務・遅番勤務の職員が２名程度で対応しています。児童の送迎時

間に御協力をお願いします。また、土曜日などの保育が可能な日は、家庭保育に御協力をお

願いします。育児休暇中の方も、保護者が在宅であるため、家庭保育に御協力ください。

◆食事◆

３歳未満児 昼食（ごはん・おかず）・おやつ（午前１０時と午後３時）

３歳以上児 昼食（おかず）・おやつ（午後３時）

※ 食物アレルギーをお持ちのお子さんに関しては、事前に福祉課又は各保育所に相談して

ください。

◆災害共済給付制度◆

保育所で児童が負傷した場合などに、（独）日本スポーツ振興センターから医療費や見舞金

等を給付される制度があり、入所と同時に加入していただきます。

加入保険料1人当たり年額３６５円。

※年によって額が変更になることがあります。

◆要件等変更◆

保護者の保育が必要な要件や家庭状況等が変更になった場合には、速やかに福祉課又は通

っている保育所（園）に連絡し、変更になった必要書類を提出してください。
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広域保育

自営業・農業従事で就労証明書を提出する方へ

令和７年度（令和６年分）の確定申告を必ず行ってください。

※ 税の申告書の写し等の提出を求める場合があります。

農業に従事し、保育を必要とする事由に該当する場合は？

はい いいえ はい いいえ

はい いいえ はい いいえ

町外での保育が必要となった場合、希望する保育所等が所在する市町村との協議を行い、利

用ができる保育です。（里帰り出産、就労等で送迎の利便性などの理由が必要です。）

受け入れ先の市町村も広域入所を行っていることが前提となります。

詳しくは福祉課に相談してください。

週４日以上従事する中心者
週４日以上従事する協力者

作付面積は30a以上ですか

※30aは目安です

作付面積は30a以上ですか

※30aは目安です

確定申告で専従者控除になってい

る、または給与支払いはありますか

売上げはありますか

（所得ではありません）

該当しません 該当しません

該当します 該当しません該当しません該当します
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町内施設概要

水戸方面

頃藤

保育所

南中学校

茨城みどり農協

奥久慈特産物

直売所

国道１１８号

大子方面

〒

大
沢
方
面

県道32号

上小川駅至

施設名称 頃藤保育所 施設区分 公立保育所

施設所在地 大子町大字頃藤3701 電話番号 0295-74-0203

設置運営 大子町 施設定員数 ４５名

利用定員数
２号認定（３～５歳） ２４名

３号認定（０～２歳） ２１名

開所時間
平 日：午前７時３０分 ～ 午後６時３０分

土曜日：午前７時３０分 ～ 午後１時

休所日 日曜日、祝休日、年末年始（１２月２９日～１月３日）、その他町長が必要と認めた日

保護者負担金
・保護者会費 月額５００円 ・絵本代 ３２０～４５０円程度

・遠足等のバス代 ・その他通常必要とされ、保護者負担が適当なもの
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小生瀬十字路

常陸太田方面

小生瀬

保育所

生瀬

小学校

〒袋
田
方
面

国道461号

県道22号 里
美
方
面

ガソリン

スタンド

県道33号

生瀬ｺﾐｭﾆﾃｨ
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施設名称 小生瀬保育所 施設区分 公立保育所

施設所在地 大子町大字小生瀬4045 電話番号 0295-76-0019

設置運営 大子町 施設定員数 ４５名

利用定員数
２号認定（３～５歳） ２５名

３号認定（1～２歳） ２０名

開所時間
平 日：午前７時３０分 ～ 午後６時３０分

土曜日：午前７時３０分 ～ 午後１時

休所日 日曜日、祝休日、年末年始（１２月２９日～１月３日）、その他町長が必要と認めた日

保護者負担金
・保護者会費 月額５００円 ・絵本代 ３２０～４５０円程度

・遠足等のバス代 ・その他通常必要とされ、保護者負担が適当なもの

生瀬方面
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西保育所
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施設名称 西保育所 施設区分 公立保育所

施設所在地 大子町大字芦野倉401 電話番号 0295-72-8383

設置運営 大子町 施設定員数 ４５名

利用定員数
２号認定（３～５歳） ２５名

３号認定（1～２歳） ２０名

開所時間
平 日：午前７時３０分 ～ 午後６時３０分

土曜日：午前７時３０分 ～ 午後１時

休所日 日曜日、祝休日、年末年始（１２月２９日～１月３日）、その他町長が必要と認めた日

保護者負担金
・保護者会費 月額５００円 ・絵本代 ３２０～４５０円程度

・遠足等のバス代 ・その他通常必要とされ、保護者負担が適当なもの
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施設名称 池田保育園 施設区分 私立保育園

施設所在地 大子町大字池田１８０６ 電話番号 0295-72-2295

設置運営 社会福祉法人 清和会 施設定員数 ８０名

利用定員数
２号認定（３～５歳） ５１名

３号認定（０～２歳） ２９名

開園時間
平 日：午前７時１５分 ～ 午後６時３０分

土曜日・祝休日：平日に同じ

休園日 日曜日、年始（１月１日～３日）

保護者負担金
・保護者会費 月額５００円 ・絵本代 ３６０～４２０円程度

・遠足等のバス代 ・その他通常必要とされ、保護者負担が適当なもの
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病児・病後児保育事業

一時保育事業

〈問合せ先〉 〒319-3521 茨城県久慈郡大子町大字北田気662番地

☎大子町役場 福祉課 社会福祉担当 0295‐72‐1117（直通）

お子さんが病気療養中又は病気の回復期にあり、保護者が勤務の都合等により家庭に

おける保育や集団保育が困難な状況にあるときに、町が委託する

医療機関でお子さんを一時的にお預かりする事業です。

○対象児童：生後2か月から小学校６年生までのお子さん

○利用施設：保内郷病児保育室「ひまわり」 （保内郷メディカルクリニック内）

○利用時間：月曜～土曜日 午前８時～午後５時３０分

○利用料金： １日 お子さん1人当たり ２，０００円 ※昼食代は実費負担となります。

半日 〃 １，３００円

（延長する場合は３０分増すごとに ２００円 を加算）

○申 込 先：直接、保内郷メディカルクリニック（0295-72-0179）に電話予約をしてください。

病気やけが、冠婚葬祭、育児疲れなど、保護者の事情で緊急・一時的に家庭での保育が

困難となった場合、一時的にお子さんをお預かりする制度です。

○利用施設：だいご保育園（0295-72-0345）、池田保育園（0295-72-2295）

○対象児童：保育所や幼稚園に在籍していない満３歳以上のお子さん

※３歳未満のお子さんについては、事前に保育園へ相談してください。

〇利用時間：月曜～土曜日 午前８時３０分～午後５時３０分

〇利用料金： １日（４時間３０分以上の場合） ２，０００円

半日（４時間３０分未満の場合） １，３００円

１時間当たり ５００円

（延長する場合は３０分増すごとに ２００円 を加算）

〇申 込 先：直接利用する保育園に申込んでください。


